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市 議 会 だ よ り

請
願
・
陳
情
・
意
見
書

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
継
続
審
査
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
安
心
・
安
全
な
公
共
事
業
を
推
進
す
る

た
め
、
地
方
建
設
業
界
の
存
続
・
発
展
と

国
土
交
通
省
の
事
務
所
・
出
張
所
及
び
ダ

ム
管
理
所
等
の
拡
充
・
存
続
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
継
続
審
査
―

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
東
北
・
関

東
で
は
多
く
の
自
治
体
が
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
。
今
後
は
、自
治
体
が
中
心
と
な
っ

た
復
興
が
求
め
ら
れ
る
。
地
方
自
治
体

が
果
た
す
役
割
は
重
要
と
な
っ
て
お
り
、

２
０
１
２
年
度
の
地
方
財
政
予
算
全
体
の

安
定
確
保
に
向
け
て
必
要
な
対
策
を
求
め

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
採
択
―

●
公
立
学
校
施
設
に
お
け
る
防
災
機
能
の

整
備
推
進
を
求
め
る
意
見
書

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
文
部
科
学

大
臣
・
国
土
交
通
大
臣
・
総
務
大
臣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
特
別
委
員
会
は
、
国
道
２
号
の
岩
国

大
竹
間
の
渋
滞
解
消
に
向
け
、
国
の
直
轄

事
業
で
あ
る
岩
国
大
竹
道
路
建
設
事
業
に

伴
う
諸
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
平
成
15
年
９
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
審
議
の
経
過
と
現
在
の
状
況

に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
事
業
は
平
成
17
年
か
ら
用
地
買
収
に

着
手
し
、
平
成
21
年
８
月
末
で
、
面
積
で

31
・
８
％
、
契
約
金
額
で
は
45
・
５
％
の

進
捗
率
で
し
た
。
買
収
予
定
地
は
ト
ン
ネ

ル
坑
口
予
定
近
く
の
御
園
台
地
区
か
ら
黒

川
１
丁
目
地
区
で
す
。
当
該
地
に
は
複
数

の
商
店
が
含
ま
れ
、
移
転
先
と
な
る
晴
海

第
一
公
園
の
宅
地
整
備
に
つ
い
て
は
、
近

隣
の
地
域
の
皆
様
や
公
園
利
用
者
に
十
分

配
慮
し
た
開
発
と
な
る
よ
う
、
慎
重
に
審

査
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
代
替
地
と
し
て
用
意
し
た
晴
海

１
丁
目
の
分
譲
地
に
つ
い
て
は
、
平
成
21

年
12
月
の
委
員
会
で
、
申
し
込
み
資
格
を

緩
和
し
、
さ
ら
に
、
平
成
22
年
３
月
の
委

員
会
で
は
、
一
般
へ
の
分
譲
も
行
っ
て
い

る
と
の
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
23

年
４
月
時
点
で
45
区
画
中
21
区
画
が
分
譲

済
み
で
す
が
、
早
期
完
売
に
む
け
て
更
な

る
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。　

平
成
23
年
度
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
、
財
源
の
確
保
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
減
額
の
連
絡
は
無

い
と
の
報
告
で
す
。

本
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
元
町
地
区

の
地
図
訂
正
、
市
営
住
宅
御
園
２
号
棟
、

３
号
棟
の
移
転
と
整
備
、
道
路
の
設
計
と

ま
ち
づ
く
り
の
関
係
な
ど
懸
念
事
項
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
事
業
の
長

期
化
に
伴
い
様
々
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

本
事
業
は
、
小
方
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

と
は
密
接
な
関
係
に
な
る
こ
と
か
ら
、
ま

ち
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会
の
審
査
と
並

行
し
な
が
ら
進
め
た
審
査
も
あ
り
ま
し

た
。
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
不
安
を
抱
え

て
い
る
と
思
わ
れ
る
多
く
の
地
権
者
や
立

ち
退
き
者
の
立
場
を
尊
重
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
こ
の
２
年
間
、
私
ど
も
10
名
の

委
員
に
賜
り
ま
し
た
市
当
局
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
対
し
ま
し

て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ご
報
告
と
致

し
ま
す
。

「
岩
国
大
竹
道
路
対
策
特
別
委
員
会
」
中
間
報
告

岩
国
大
竹
道
路
対
策
特
別
委
員
会

　
　
委　
員　
長　
　
　
細
川
雅
子

　
　
副
委
員
長　
　
　
児
玉
朋
也

　
　
　
西
川
健
三　
　
日
域　
究

　
　
　
上
野
克
己　
　
寺
岡
公
章

　
　
　
二
階
堂
博　
　
広
岡　
巧

　
　
　
岡
部
健
三　
　
山
本
孝
三　

第 2回市議会（定例会）　議案の審議結果表
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大
竹
市
議
会
で
は
、
平
成
20
年
９
月
議

会
に
お
き
ま
し
て
、
安
心
安
全
対
策
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
安
心
安
全
対
策
の
一

環
で
あ
る
再
編
交
付
金
関
係
の
事
業
に
つ

い
て
議
会
の
意
思
を
確
立
さ
せ
て
い
く
事

と
し
ま
し
た
。

本
特
別
委
員
会
は
平
成
21
年
９
月
議
会

以
降
、
21
回
の
会
議
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
今
定
例
会
ま
で
の
本
特
別
委
員
会
に

お
け
る
協
議
の
過
程
を
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
ず
、
前
委
員
長
の
下
、
委
員
各
位
お

よ
び
委
員
外
議
員
か
ら
提
案
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
事
業
24
項
目
に
つ
い

て
、
委
員
相
互
で
質
疑
応
答
を
繰
り
返
し
、

各
提
案
に
関
す
る
委
員
の
共
通
認
識
を
図

り
ま
し
た
。
次
に
委
員
個
々
の
判
断
を
数

値
化
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
、

先
の
24
項
目
か
ら
優
先
的
に
検
討
す
る
５

項
目
ま
で
絞
り
込
み
、
そ
の
後
、
委
員
同

士
の
討
議
を
重
ね
て
事
業
の
成
熟
度
を
高

め
、
委
員
会
の
総
意
と
し
て
の
企
画
書
及

び
意
見
書
と
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
12
月
議
会
に
お
い
て
、
本
会

議
に
４
件
の
企
画
書
と
２
件
の
意
見
書
を

添
付
し
、
再
編
交
付
金
使
途
事
業
計
画
に

関
す
る
決
議
文
を
提
出
、
ご
承
認
を
い
た

だ
き
、
市
長
に
対
し
て
議
会
の
意
思
を
公

式
に
表
明
す
る
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会
に
と
り

ま
し
て
は
、
昨
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て

中
間
報
告
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

の
後
の
状
況
の
み
に
と
ど
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
は
、「
晴
海
臨
海
公
園
」に
つ
き
ま

し
て
は
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
設
定
後
、
執
行

部
よ
り
基
本
構
想
の
説
明
を
受
け
て
お
り

ま
す
。

基
本
構
想
で
は
、
上
位
計
画
に
第
五
次

総
合
計
画
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

地
域
防
災
計
画
な
ど
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
の

計
画
や
、
地
域
の
要
望
な
ど
か
ら
、
キ
ー

ワ
ー
ド
を
見
つ
け
、
５
つ
の
基
本
方
針
を

導
き
だ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
針
を

実
現
す
る
た
め
の
主
な
導
入
施
設
と
し
ま

し
て
は
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
多
目

的
広
場
、
管
理
棟
な
ど
で
あ
り
、
ゾ
ー
ニ

ン
グ
に
従
い
配
置
を
し
、
整
備
さ
れ
て
い

く
構
想
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、

試
行
錯
誤
の
結
果
、
大
竹
駅
周
辺
に
高
い

優
先
順
位
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
り
ま

し
た
。

大
竹
駅
周
辺
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

会
派
か
ら
の
意
見
、
ま
た
、
協
議
の
過
程

に
お
い
て
委
員
か
ら
発
言
さ
れ
た
意
見
に

つ
い
て
は
、「
土
地
の
利
用
」「
利
便
性
」「
駅

舎
」と
３
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

の
安
心
・
安
全
対
策
に
つ
い
て
十
分
な
協

議
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
い
う
本

特
別
委
員
会
の
趣
旨
と
、
決
議
文
の
内
容
、

協
議
の
過
程
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
次
期
特

別
委
員
会
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
考
え
ま

す
。以

上
、
本
委
員
会
で
の
積
極
的
な
議
論

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
委
員
、
議
員
各
位
、

さ
ら
に
は
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部

各
位
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
、
皆
さ
ま
へ
の
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
意
見
は
財
政
的
な
問
題
は
考

慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
各
委
員
が
地
域

で
の
活
動
や
、
生
活
の
中
で
捉
え
た
意
見

と
し
て
、
大
竹
駅
周
辺
に
お
い
て
何
が
必

要
な
の
か
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

当
委
員
会
で
は
、
設
置
当
初
か
ら「
政

策
を
提
案
す
る
」と
い
う
こ
と
を
目
標
と

し
て
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
結
果
と

し
て
、
政
策
を
提
案
す
る
に
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
当
委
員
会
に
提
案

さ
れ
ま
し
た
様
々
な
意
見
は
、「
今
後
の
役

に
立
て
ば
」と
の
思
い
か
ら
中
間
報
告
書

に
ま
と
め
、
議
長
に
報
告
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
、
私
ど
も
８
名
の
委
員
に
対
し

ま
し
て
賜
り
ま
し
た
各
議
員
、
執
行
部
の

ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
今
後
の
ご
協
力
に
つ
い
て
も
お

願
い
申
し
上
げ
、
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

安
心
安
全
対
策
特
別
委
員
会

　
　
委　
員　
長　
　
　
寺
岡
公
章

　
　
副
委
員
長　
　
　
山
田
晟
彰

　
　
　
乃
美
晴
一　
　
北
林　
隆

　
　
　
山
崎
年
一　
　
細
川
雅
子

　
　
　
日
域　
究　
　
上
野
克
己

　
　
　
原
田　
博　
　
田
中
実
穂　

ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会

　
　
委　
員　
長　
　
　
上
野
克
己

　
　
副
委
員
長　
　
　
寺
岡
公
章

　
　
　
乃
美
晴
一　
　
児
玉
朋
也

　
　
　
日
域　
究　
　
広
岡　
巧

　
　
　
岡
部
健
三　
　
山
本
孝
三

　

「
安
心
安
全
対
策
特
別
委
員
会
」
中
間
報
告

「
ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会
」
中
間
報
告

○企画書
住宅取得助成制度１
住宅取得助成制度２
妊婦さん通院補助
学校給食無料化

○意見書
小児医療施設の充実
西医療センターの充実


